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青梅市立第七小学校 

この文化財ニュースでは今まで、市立第六小学校まで紹介してきました。これからご紹

介する市立第七小学校は、旧小曾木村の学校です。この学校も第四小学校と同じで、正式

名称で呼ばれることはほとんどないようです。通常は「ななしょう」と呼ばれていますが、

「青梅市立第七（しち）小学校」というのが正しい名称です。 

今まで何回もこの紙面で書いてきましたが、小曾木村が誕生したのは明治２２（１８８

９）年の市制町村制が施行されたことによるもので、「……一般ノ人民必ス邑ニ不学ノ戸ナ

ク家ニ不学ノ人ナカラシメンコトヲ期ス、……」という「学制」が発布された明治５（１

８７２）年８月２日時点では小曾木村ではなく、黒沢村、南小曾木村・富岡村というだい

たい今の町名に当たる３つの村々でした（黒沢川に沿った細長い地域）。したがって、学制

が発布されたことによりできた学校は、明治６年５月に黒沢村に「玄渓学舎」（聞修院）が、

同年１２月に南小曾木村に「小曾木学舎」（高徳寺）が、同年６月に富岡村に「富岡学舎」

（常秀院）が設立されたのがその始まりです。黒沢村・富岡村に遅れること半年の後に「小

曾木学舎」ができたのには、南小曾木村の複雑な事情が絡んでいるのではないかというこ

とが「小曾木近代史」に書かれています。「あくまでも推論であるが、」とことわりがつけ

てありますが、南小曾木村は明治維新の時に「川越藩」「岩槻藩」の二つの藩が治めており、

一つの村ではあるが、あたかも２つの村が存在するような様相になっていて、村政を一本

化するのに時間がかかったためではないかと推察しています。そして、高徳寺の「小曾木

学舎」の支校ということで荒田の福昌寺（現七小の西隣）にも学校を設立しています。 

こうして、小曾木地区の３ヶ村にもお寺を間借りするという状況ながら、それぞれ学校

が作られ、子どもたちの勉強が始まりました。しかしながら４～５年で変化が現れてきま

す。それは、明治１２（１８７９）年９月に「教育令」が出されたことによるようです。

同年７月に、南小曾木村の学校と富岡村の学校を合併しようということで伺い書が出され、

明治１３（１８８０）年１２月に「博文学校」が開校しています。（ただし、学校はそのま

まで、相変わらずお寺を間借りしている状況であった。） 

明治１１（１８７８）年に「郡区町村編成法」という法律ができたため、明治１７（１



８８４）年に「上成木下分外七ケ村」という連合村ができて、小曾木にある三ヶ村もこの

連合村に加盟して成木の村々と一緒に活動するようになりました。そして、連合村では、

各村ごとに負担金を決めて合同で、学校運営を行おうとしましたが、黒沢村だけがこれに

同意せず、独自で学校運営を行ったりと、なかなか１枚岩とはいかず、わずか２年ほどで、

学校予算に関しては各村での負担となっていったようです。 

明治２１（１８８８）年４月２１日、博文学校の支校となっていた「富岡学舎」は独立

して富岡村愛宕神社の隣接地に間借りではなく、小曾木地区で最初に独立した新校舎の「富

岡学校」を開校させました。そして、翌２２（１８８９）年には「上成木下分外七ケ村」

という連合村の時代も終わり、新しい町村制のもと現在の第七小学校の学区に当たる「小

曾木村」が誕生します。山間地に位置するため谷筋が違うと何かと交通が不便です。黒沢

川に沿った黒沢村・南小曾木村・富岡村が一つになり「小曾木村」となって以後、青梅市

と合併するまで、一つの行政単位として活動していきます。（この明治２２年には青梅町・

調布村・霞村・吉野村・三田村・成木村も誕生しています。） 

新しく小曾木村が誕生し、行政の仕組みや会計が変わったといっても、すぐにいろいろ

なことが変わるわけではありません。やはり時間とお金が必要になってきます。５年後の

明治２７（１８９４）年８月黒沢に新校舎が完成し（明治３７（１９０４）年分校の統廃

合が実施されるまで西分校があった場所）、聞修院の間借りから独立した校舎へと引越しを

したのです。 

また、旧南小曾木村の「博文学校」も新校舎を建築（現在のＪＡ西東京小曾木支店の所）

し、明治４０（１９０７）年３月３１日に開校式を行い、高徳寺の間借りから独立した新

校舎へと移りました。 

こうして、それぞれの学校も独立した校舎を持ち、学校制度の変更による修学年数の増

加に伴って児童数も増え、増改築を余儀なくされていきましたが、あいにく黒沢川流域に

は高等小学校は開かれていませんでした。そのため、向学の志ある者は、峠を越えて青梅

や成木の学校へ通いました。そこで、高等科設置の議案が村議会にかけられたのは明治４

５（１９１２）年４月になってからで、大正２（１９１３）年４月になってやっとのこと

で小曾木地区にも高等科が博文小学校に設置されたのでした。 

さらに、大正８（１９１９）年に、旧南小曾木村の「博文尋常高等小学校」が「小曾木

尋常高等小学校」へ、「富岡尋常小学校」が「小曾木東部尋常小学校」へ、「黒沢尋常小学

校」が「小曾木西部尋常小学校」へと名称が変わりました。その７年後の大正１５（１９

２６）年になってこの３校を統合することになり、今の第七小学校の原型となる「小曾木

尋常高等小学校」が誕生しました。そして、翌昭和２（１９２７）年１１月に小曾木村「荒

田」の現七小の所に新校舎が完成し、東西の尋常小学校もそれぞれ「東分教場」・「西分教

場」として、同じ教育課程で授業が行われるようになりました。小曾木尋常高等小学校の



新校舎はそれは見事なもので、「小曾木の村に過ぎたるものは,３間（５ｍ４０ｃｍ）道路

と小学校」と村人にうたわれたそうです。 

こうして、昭和の初めになって現在の第七小学校の母体が出来上がるのですが、昭和１

９（１９４４）年の８月に児童数が一気に膨れ上がります。それは、品川区の芳水小学校

の児童の集団疎開を受け入れたためでした。芳水小学校の子どもたちは、親元を離れて地

域の寺などに寄宿し、慣れぬ土地での勉強や生活は大変だったのではないでしょうか。（こ

の時の様子を知っている方はまだ大勢いらっしゃることと思います） 

時は戦後となり、小曾木村も昭和３０年に青梅市と合併します。そして、同３７年には、

足の便も確保できたということで、東西の両分校が廃止されます。さらに昭和４８年から

鉄筋コンクリートの新校舎の建設が始まり、名実ともに現在の第七小学校と同じになるの

は翌４９年２月末のことです。 

以上が青梅市立第七小学校の概説ですが、現在、第七小学校の児童数は、極端に少なく

なってきている現状があり、最大の課題でもあります。全校児童数９８名で、なんと１年

生に限っては９名と初めて１０名を切ってしまったとのことです。今の３０代４０代の保

護者の世代の方々の時は、学年２クラスあり、５～６０名くらいはいたと思いますが、１

年生が一桁ということを聞いて筆者も驚きを禁じえませんでした。 

稿の最後になりましたが、ぜひ児童数が増えてほしいものだと思いました。 

参考文献：青梅市史、小曾木近代史、七小ＰＴＡ記念誌 

起稿に際しまして、第七小学校前副校長の古川恵一郎先生には多大なるご指導を戴きま

したことを申し添えます。 

（文責 神森正）


